
利
喝
嚢
の
世
界
地
図
に
就
い
て

要

目

二

は
し
が
き

二
･
利
鵡
袈
せ
静
間
刊
行
の
次
餅

三
'
利
氏
北
外

阿1
と
非
の
榔
秋

川
､
利
氏
耽
非
問
の
鮮
碑

末
､
打
譜

%1､は
L

が

澄

明
末
構
初
'
多
-
の
耶
蘇
骨
士
が
支
那
に
凍
て
耶
蘇

数
を
弘
布
す
る
手
段
と
L
V
P
泰
酉
の
誇
称
撃
を
解
介

し
た
,J
と
は
有
名
な
fJ
と
で
あ
る
｡
乙
･J
に
見
る
利
鞘

葦
の
世
界
同
は
敢
初
に
か
ゝ
る
補
数
方
法
の
模
範
を
不

し
わ
も
の
と
し
て
最
も
狂
目
は
償
す
る
JC
の
で
あ
る
｡

絶
つ
y
'
利
鞘

肇
の
世
界
閲
に
就
い
て
は
班
に
左
の
如

き
諸
北
壁
の
研
究
が
徴
表
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

○
帝
料
地
氏

利
鵡
安

の
地
園
に
就

い
て
杓

略
な
る
紋
別

(
歴
史
地
班

七
ノ

丁

二
)

○
利
円
浦
氏

利

瑞
硬

の
坤
輿
前
国
会
問
に
就

い
て

(
淡
沖
単
軸
八
ノ

利
粥
安
の
≠

外

地
閲
に

就
い
て

鮎

揮

信

太
郎

こ
○

小川琢滑
氏

利
鴫
野

の

｢
筏
細
魚
問
｣

と
.
｢
親
何
奴
本
｣

に
就
て

(
史
林
六
ノ
こ
)

○
藤
川
先
帝
氏

利
鵡
闇
の
坤
輿
邦
脚
余
聞
に
就

い
て

(
地
球

1
況
ノ

二
･
三
)
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○
眺
蚊
姓

氏

考

利
鵡
榊3
的
倣
非
他
聞

(
病
質
誠
ノ
三
｡
凹
合

剃
)

C
陳
搬
勝
氏

利
粥
斑
封
中
国
地
秋
頃
之
賀
状
及
非
膨
牡

(
望

見
五
ノ

三
｡
凹
食
朔
)

右

の
外

に

支
郷
は
二
･
三
の
論
文
(筆
者
未
見
)が
あ
ー

ニ山ハ一

三
t



地

球

第

二
十
六
番

-
.
更
は
軍
行
本
.
靭
係
論
文
等
ほ
て
利
民
放
都
岡
に

言
及
n
れ
ね
も
の
は
枚
輿
に
い
と
ま
覆
い
葦
で
あ
る
｡

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
､
聾
者
の
浅
撃
を
以
て
此
の
小
論
を

草
す
る
所
以
は
聾
者
が
昭
和
八
年
は
磯
表
し
た

｢
利
機

番
の
世
界
閲
は
閥
す
る
歴
史
的
研
究
｣
(
地
坪
撃
研
究

1

0
ノ
ニ
∴
こ
｡凶
)
並
は
此
れ
と
同
題
目
に
て
'
其
の
梗

概
を
日
本
犬
撃
文
撃
科
研
究
年
報
第

一
時
(
昭
和
十
年
)

は
述
べ
た
も
の
は
在
る
裸
身
の
訂
正
と
調
査
の
不
足
と

を
補
以
且
つ
先
輩
渚
尊
者
の
所
論
の
補
遺
に
79
在
れ
ば

と
考

へ
ね
か
ら
で
あ
る
｡

猟
t
rJ
ゝ
ほ
兇
よ
う
と
す
る
世
界
問
の
原
著
者
利
喝

肇
に
就

い
巧
は
既
に
夙
-
我
問
で
79
左
の
如
き
雅
語
が

あ
る
か
ら
参
｡だ
:'せ
ら
れ
た
い
O

C
阿
部
秀
助
氏

利
軸
旋
(取
掛
淋
五
ノ
二
ェ
○
)

○
中
山
久
田
邸
氏

利
鵡
蟹
伴
:r=g
｡糖
へ雁
虹
地
班
二

六
ノ
三
｡EI及

二

九
ノ
三
｡五
及
三
〇
ノ
l)

二
､

利
堀
賓
世
界
囲
刊
行
の
次
第

(
I
)
夢

慶

版

節
凹
雛

蓑

二

三
二

衝
撃

六
〇
二
年
版
利
氏
世
界
閲
(細
榔
馳

駆

脚
織
)

の
利
喝
肇
の
序
文
中
は

｢
浮
楼
閣
凍
'
壬
午

二

五
八

二
年
〕

解
散
東
尊
｡
尊
人
士
簡
閲
所
過
渚
囲
以
垂
不
朽
｡

彼
時
事
未
熟
瑛
語
､
錐
出
所
携
固
相
輿
其
積
読
札
記
紬

鐸
刻
梓
｡
熱
司
賓
所
帯
葵
免
廉
静
｡｣
云
々
と
あ
さ
'
叉

明
未
支
那
に
居
た
伊
太
利
の
耶
蘇
骨

士
文
儒
格
の
著
し

(こ

た

｢
大
西
西
藤
利
光
鐘
行
政
｣
の
中
に

｢
越
明
年
努
未

二

五
八
三
年
〕
､
利
子
塘
同
塵
子
入
陳
酬
〔
今
暦

腰
幅
〕
｡

新
制
轟
髄
公
､
並
太
守
圧
公
〔簿
怖
'
肺
胞
廃

人
〕甚
番

数
留
､
落
築
室
以
居
.
御
子
間
制
地
同
種
天
儀
地
球
考

時
盈
惜
時
之
具
'
以
贈
督
遷
､
骨
奇
而
昏
'
博
知
利
子

為
有
徳
多
聞
高
士
也
｡｣
と
あ
カ
'
而
し
て
此
の
問
の
刊

行
の
時
は
西
紀

町
五
八
四
年

で
あ
る
乙
と
は
既
は
5't
.'

(

二)

ド
レ
-
氏
が
利
母
の
番
翰
の
調
査

はよ
っ
て
明
か
に
n

れ
ね
朗
で
あ
る
.
然
し
此
の
間
は
現
存
す
る
か
否
か
不

(≡)

明
で
あ
る
｡(〓
)
南

京

版

次
に
上
に
引
用
し
た
利
氏
の
自
序
の
穐
き
に

｢
康
子

∩
l
六
〇
〇
年
し
寅
白
下
∩南
京
〕
ー
栄
充
溢
灸
先
生
之
敢
ー



軍
馬
修
訂
L

云

々
と
あ
-
､

7
六
〇
二
年
版
利
氏
他
罪

間
中
の
英
充

溢
の
序
に
も
｢
利
山
人
日
欧
凝
巴
人
中
囲
､

寒
川
振
興
地
金
閲
､
薦
帥
多
倖
之
｡
企
訪
基
所
為
園

｣

云
々
と
あ
少
､
又
文
儒
略
も

｢
大
司
従
英
公
左
梅
者

〔

緒
中
明
､
欽
腺
人
〕
'亦
交
利
子
｡
見
坤
輿
固
而
恰
之
｡

国
論
利
子
､
敢
為
攻
評
｡
出
東
部
公
静
'
或
梓
以
蛮
其

体
､
且
序
群
馬
｡｣
(
利
閣
泰
行
蹟
)
と
記
し
て
ゐ
る
如
-
､

〓
ハ
0
0
年
に
は

南
京
ほ
て
典
中
明
が
利
氏
世
都
岡
を

官
費

ほ
て
出
版
し
た
の
で
あ
る
｡
此
の
閲
も
未
だ
現
存

す
る
も
の
を
間
か
な
い
が
寓
揮
甲
衆
二

六

一
四
年
｣
八

月
に
銀
希
言
の
刊
行
し
た
｢
狗
園
｣第
四
仙
幻
､
利
鞘
貴

の
僕
に

｢
社
嘗
刻
戯
輿
地
図
於
金

陵
｡
用
五
色
以
別
五

万
､中
華
幅
員
大
如
弾
丸
貴
子
｣
云
々
と
あ
-
､
叉
碍
鷹

京
原
著
.
載
任
樹
秤
の
｢
月
令

戯

養
｣

≡

壁

毎
糊
刊
行
)

に
利
氏
の

｢
山
海
輿
地
金
間
｣
及
喪

の
間
数
等
を
載
せ

て
ゐ
る
が
此
等
に
積
っ
て
倍
に
南
京
版
利
氏
世
都
岡
の

(M
)

形
を
覗
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
み
で
あ
る
｡

(
≡
)
李

之

藻

版

上
に
引
用
し
た
､

〓
ハ
〇
二
年
版
利
氏
世
界
間
の
序

利
鞘
安

の
他
外
地
脚
に
就

い
て

ほ
頂

い

て
｢辛
丑
〔
〓
ハ
〇
一
年
〕
水
音
｡
諾
大
先
生
骨

兄
足
固

着､
多
不
部
罪
瑞
相
辱
厚
符
荒
｡
措
郵
我
春
季

先
塵
夙
志
輿
地
之
撃
'
白
馬
渚
生
編
斡
有
番
｡
操
贋
此

間
以
属
地
度
之
上
鷹
天
握
乃
常
世
不
可
易
之
法
､
又
且

窮
押
棒
数
孜
孜
轟
年
不
捨
'
欺
前
刻
之
除
狭
未
益
酉
凍

之
原
図
什

三

蔵
吏
侠
戯
之
｡｣
云
々
と
あ
た

此
の
度

は
多
-
の
資
料
払
櫨
っ
て
薯
静

の
篠
を
正
し
､
園
幅
を

廓
大
し
た
馬
紘
問
名
､
土
産
等
大
い
に
噂
補
す
る
rJ
と

が
出
凍
ね
rJ
と
む
遊
べ
で
ゐ
る
｡
此
の
序
文
は

｢常
勝

壬
寅
二

六
〇
二
年
〕
孟
秋
音
且
｣
の
日
附
あ
る
も
の
で
.

我
が
束
都
確
固
大
草
や
宮
城
聯
立

間
番
舘
に
所
蔵
n
れ

る
も
の
で
あ
る
｡

荷
､
此
の
時
こ

の
版
木
の
彫
刻
者
は
私
は
蚤
-
同
じ

木
版
を
彫
っ
た
の
で
'
乙
ゝ
に
同
時
に
二
組
の
李
之
藻

版
利
氏
世
界
間
が
出
凍
た
乙
と
は
利
喝
肇
の
手
記
は
見

ゆ
る
朗
で
'
既
は
バ
ッ
ド
レ
-
氏
や
渋
民
に
よ
っ
て
注

(茄
)

意
さ
れ
て
ゐ
る
｡

(
四
)
満
席
栄
､
挙
鷹
試
版

北
京
に
於
け
る
利
氏
の
世
界
閲
は
石
の
如
-
二
組
同

責

三

三
三



地

球

解

二
十
六
笹

岬
に
川
凍
火
の

で
あ
づ
カ
が
'

此
の
珍
本
の
需

要
と
光
す
こ
と

が
山
水
を
か
つ

お
の
で
'
引
招

き
史
に
､
教
徒

L
iP
autoな
る

常
が

､
八
枚
組

世
耕
榊
を
印
刻

し
た
こ
と
は
､

や
は
-
利
氏
の

郷
里
に
報
じ
た

る
平
和
に
見
え

前

梢

''l
ッ
ド
レ

-
氏
の
論
文
中

に
も
iiJ諏
r
J
れ

LJ
所
で
あ
る
0

比
の
樹
は
従
凍

姉

四
妖

美

a

三
円

研
究
藩
が
股
木
を
見

る
rJ
と
が
川
来
な
か
っ
た
の
で
'

数
個
の
論
談
む
非
人
だ
の
で
あ
っ
た
.
然
る
に
=収と
虹
珊

常
は
棚
卸
､
萌
的
仁
訳
の
･L･<
減
な
る
､
八
枚
組
利
氏
世

非
岡
(
水
舶
刷
)
む
調
XE:す
る
機
S
=
h
由

へ
ら
it
幼
め
て

現
付
す
る

Li

P
auto
版
利
氏
世
外
川
原
本

｢
舶
偵
玄

腰
間
｣

な
る
も
の
む
.知
る
こ
と
が
川
衆
力
｡

此
の
閲
に
破
れ
ば
北
近
(
昭
和
十

lJ
年
相
月
)燕
･:<
大

坪
史
環
科
敢
授
洪
触
込
氏
の
iI=
心
の
論
憲
に
な
る
此
の

開
閉
版
の
昨
｢
-J
iハ
C
六
年
?
｣
は
常
併
発
卯

〔
三
十

.1

年
〕
.fg:紅

〓
ハ
〇
+.ll.叫
と
打
iI三
を
装
.す
る
rJ
と
J
琴

O
.

州
も
亦
靴
氏
の
想
定
ruれ
カ
鵜
鷹
･'以
鼓
.宰
の
利
氏
他

罪
問
〔
'-
六
〇
号

▲〕
は
李
腰
訳
(碓
珠
)刻
本
と
は
別
本

で
な
く
､
率
ろ
'
鵜

･
李
協
力
発
作
と
見
る
べ
き

一
本

で
あ
る
r,
･JJ
jXt明
か
に
な
ハ斉

.

此
の
r
内
儀
玄
果

樹
｣と
孝
之
藻
の
r
坤
輿
溝
川

食
間
｣

(
〓
ハ
〇
二
年
版
)と

の
主
な
る
和
迩
は
後
材
が
六
枚

4'

糾
で
あ
る
に
封
し
､
前
渚
は
八
枚

t.
組
の
大
形
で
あ
る

こ
と
､
筒
中
の
･.1i
張

が
｡･.iJ･-1
別
の
乙
打

霞

i

i.部

が
興
る
こ
と
で
あ
る

C
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(
五
)
李
之
藻
本
再
版

(し
)

筆
者
は
か
つ
て
､
注
意
し
た
fJ
と
が
あ
る
､
が
文
儒

略
の
｢
職
方
外
配
｣
は
載
せ
た
李
之
没
の
序
文

〔
天
啓
発

亥
'

〓
ハ
二
三
牢
記
〕
に

｢首
席
辛
丑
利
民
衆
賓
､
公

社
寮
友
数
艶
話
之
O
其
壁
間
腰
有
大
地
登
園
､
塞
線
分

皮
革
悪
｡
利
氏
日
､
此
薯
閣
凍
路
溌
也
､
其
山
川
形
勝

土
俗
之
詳
'
別
有
井
仰
､
己
魔
手
進
大
内
奥
｡
園
琴
公

設
､
地
以
小
国
塵
天
大
囲
中
｡

-
中
略
-
企
依
法
測
倣
､

良
然
｡
通
悟
唐
人
姦
方
介
里

､其
術
荷
軌
､
絵
馬
揮
以
華

文
､
刻
為
常
閉
尿
風
.
居
久
之
､
有
酒
量
御
恩
者
､
旋

春
先
索
､
国
共
版
巳
携
耐
南
､
中
盤
人
御
刻
以
鷹
｡｣
云

々
と
あ
っ
て
､
此
の
rJ
と
は
利
氏
の
手
配
に
疲
れ
ば
西

紀

〓
ハ
〇

八年
の
こ
と
で
あ
ゎ
､
孝
之
藻
の
一
六
〇
二

年
版
の
彫
刻
老
親
造
板
の
破
損
を
補
つ
LJ常
暦
壬
武
版

の
神
髄
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
rJ
と
は
既
は
バ
ッ
ド

レ
-
氏
の
注
意
せ
ら
れ
た
朗
で
あ
る
｡

(
大
)
清

朝

版

し
ば
し
ば
ふ
れ
る
パ
ッ
ゼ
レ
-
氏
の
論
文
は
'
英
問

王
立
地
班
協
愈
朗
減
の
利
氏
世
界
園
か
ら
耽
む
磯
し
た

利
蛸
祭

の
世
外
地
糊
に
就

い
て

も
の
で
あ
る
が
､
9,,
ッ
ド
レ
-
氏
は
浅
学
が
諌
め
な
い

の
で
､
尊
ら
此
の
間
の
形
式
の
上
か
ら
'
伊
大
利
グ
ァ

テ
イ
カ
ン
ほ
在
る

〓
ハ
C
二
年
版
利
氏
世
界
岡
と
此
較

L
p
叉
我
々
の
容
易
に
接
す
る
こ
と
の
出
凍
な
い
利
氏

の
手
記
に
接
っ
て
､
此
れ
が

一
六
〇
二
年
版
で
あ
る
と

考

へ
ね
の
で
あ
る
が
､
此
れ
は
'
其
の
翌
年

〔
-i
九

山

八
年
〕
ラ
イ
オ
ネ
ル

･
デ
ヤ
イ
ル

ス
氏
に
よ
っ
て
英
鐸

さ
れ
72
際
に
､
情
朝

は
在
つ
て
か
ら
p
李
之
藻
版
が
市

版
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
云
ふ
注
意
が
な
さ
れ
た
｡

其
の
班
由
は
一
六
〇
二
年
版
間
に
は
支
郷
の
囲
名
が

｢

大
明

一
統
｣
と
あ
わ
'
今
の
黄
海
の
過
少
が
｢
大
明
源
｣

と
あ
る
に
封
し
､
英
閥
王
立
地
･5
'協
骨

所
減
の
利
氏
世

都
岡
は

｢
大
構

一
統
｣
｢大
晴
海
｣
と
あ

る
と
云
ふ
の
で

あ
る
｡
此
れ
だ
け
の
鼎
連
で
は
｢
別
｣
を
｢捕
｣
と
倒
改
し

た
の
で
は
夜
か
ら
う
か
と
云
ふ
疑
問
も
起
り
得
や
､
.

然
し
'
デ
ヤ
イ
ル
ス
氏
の
英
葦
に
櫨
る
と
､
第
二
幅
の

下
部
に
あ
る

｢
総
論
粘
度
里
分
｣
の
表
中
に
俳
論
上
い

づ
れ
る
(
二
個
所
)
五
五
の
数
学
と
在
る
べ
き
所
が
五
六

と
五
三
に
､
五
二
と
在
か
.べ
き
所
が
五
五
は
､三
五
と
な

責
菟

三

五



地

球

妨

二
十
六
懲

る
べ
FJ所
が
五
五
と
在
っ
て
p
合
計
的
榊
の
親
ら
が
あ

る
FJ
と
が
注
意
r
uれ
て
居
う
､
我
が
家
郵
貯
大
所
減
の

利
氏
世
静
間
に
は
デ
ヤ
イ
ル
ス
氏
が
暇
-
ほ
訂
正
さ
れ

た
正
し
い
数
字
が
出
て
ゐ
る
｡
此
の
数
字
は
政
治
的
閥

係
か
ら
何
等
の
束
縛
を
受
け
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い

か
ら
､
明
か
に
彫
刻
者
の
誕
刻
と
見
る
べ
く
'
従
っ

て

右
両
者
は
同

一
成
木
か
ら
出
光
も
の
で
夜
-
､
別
政

か

ら
印
刷
さ
れ
ね
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
､
恐
ら
-
､

デ
ヤ
イ
ル
ス
氏
も
云
は
れ
る
如
-
､
順
治
碑
が
北
兼
に

刺
し
た
酉

叡

山
六
四
四
年
以
後
に
於

い
て
.
孝
之
藻
版

利
氏
世
界
閲
の
修
訂
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が

班
来
よ
う
｡
(
七
)
倣
刻
本
の
種
々

上
述
の
正
出
利
氏
世
外
聞
の
外
に
政
刻
本
の
稽
々
が

あ
る
こ
と
79
序
に
注
意
し
て
筒
か
う
｡

先
づ
､
文
儒
略
が

｢
利
子
向
在
騎
州
時
'
違
有
坤
輿

園

一
幅
､
馬
心
栄
遭
公
所
得
'
公
素
面
覗
之
和
､
且
加

捕
縛
盃
､
然
面
相
卸
利
手
旭
｡
｣

(利
的
泰
先
銀
行
蹟
)

と
述
べ
､
又
利
氏
の
音
輪
に
も

此

の
話
が
見
え
る
ru
う

鰐
四
雛

表六

三六

で
あ
る
か
ら
.
こ
の
事
は
春
寒
と
見
て
差
支
夜
か
ら
う
.

即
ち
此
の
間
は
肇
慶
の
利
氏
他
罪
間
を
蘇
州
ほ
て
遇
可

懐
在
る
者
が
石
に
覗
し
た
も
の
で
p
乙
の
乙
と
は
就

い

て
､
洪
氏
は
利
鞘
葦
の
支
部
巡
遊
の
足
跡
か
ら
児
で
大

謄
常
暦
廿
毒

よ
品

嘆
年
(
蒜

仙
空

の
頃
の
こ
と

で
あ
ら
う
と
推
定
n
れ
る

｡

其
他
､
此
頃
､
南
昌
に
在
っ
た
利
氏
が
建
安
王
に
地

図
を
贈
量
し
た
こ
と
や
叉
其
れ
に
類
す
る
話
が
彼
の
手

配
に
見
え
る
貰
う
で
あ
る
が
.
成
木
に
彫
刻
W
,れ
わ
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
明
か
で
な

い
｡

次
に
､
洪
教
授
は
利
氏
の

｢
入
輩
記
録
｣
に

｢
血ぷー
州

巡
撫
C

uod
n
者
､
利
紳
苗
在
旗
東
時
巳
輿
鼎
職
｡
此

潜

麗
於
貴
州
得
此
本
性
邪
地
間
之

1
0
彼
蓬
縮
小
共
同
以

為

一
審
､
並
依
利
帥
甫
之
分
世
界
籍
五
州
耐
亦
以
五
部

(九
)

分
列
各
園
､
撃
注
解
詰
｡｣
云
々
と
あ
る
に
痩
身
､
此
の

C
uocin
は
常
期
間
の
｢
明
史
稿
｣
中
に
停
あ
る
郭
手
輩

で
あ
る
乙
と
む
考
置
せ
ら
れ
､
更
に
北
平
間
藩
鞘
所
減

の

｢
於
準
｣
在
る
沓
中
に
あ
る
副
子
帝
の

｢
山
海
輿
地

全
問
序
｣
は

｢
予
囲
其
図
太
､
不
便
鶴
舞
〔堕
し
､
乃
規



耐
小
之
璃
冊
､
耐
間
中
知
数
分
性
於
左
｡
｣

云
々
夜
ど
あ

る
に
櫨
-
､
バ
ッ
ド
レ
-
氏
の
注
意
に
も
上
っ
た
此
の

車
を

｢
山
海
輿
地
金
聞
'
常
僻
井
二
年
'
1
604
.
郭
子

茸
刻
版
.
蓑
州
､
縮
刻
英
中
明
本
｣
と
し
て
.
利
氏
世

堺
岡
刊
行
年
表
に
容
れ
ら
れ
た
｡

以
上
に
纏
っ
て
､
結
局
､
洪
教
授
の

｢
考
利
喝
黛
的

世
界
地
閣
｣
在
る
諭
文
中
に
掲
げ
ら
れ
た
革
作
､
利
氏

世
界
間
作
袈
年
寮
は
左
の
如
-
補
訂
さ
る
べ
n
Jで
は
な

耐
偽
玄

児
伺

=_
胸

興

地

金

脚

叫
輿
満
開
金
剛

溺
暦
三
十

1
咋

(
1
六
〇
三
)

溺
鮮
三

十
二
咋

(
〓
ハ
〇
四
)

潤
暦
三

十
六
舛

二

六
〇
八
)

:.;...i
守

･:･
･L･
･1
･‥小

郡

手

串

剥

脱

幼

州
些
JJl.

･･･=･
=
,:･=.･･･:
､･
1

黒

㌦

H
H

･'.::::lト:汀 黒 点
準 之蛇 典 卒
之 孫恭 中 之

か
ら
う
か
と
恩
ふ
｡

山

粘

朗

他

聞

訴
願
十
二
叫

(
ll
末
八
四
)

･
-:
･･L
l･J
l,
,
I

･..'･,･
.II
.･
LJ
r_I
.

tii
作
劇
脱

鱗
騒

L=
;
I

紛
肘
姐
安

王
多
相

川
IIl1-
Etr,i
地
闘

(
世
非
脚
記
?
)

(
世
非
地
問
?
)

山
猫
料
地
余
糊

坤
判
孤
開
会
囲

坤
舶
溺
関
金
榊

代 iIJIL'

僻 二二 二鮮

TL:二

＼- ･てl二

拙
可
憐
執
石

船
州

倒
立
押
木

(
1
五
九
六
)

耶
′｢廊

=Ii
坤

1
.

<

九

六

)

苅

桝
骨
八
坤

(

〓

ハ
0

0
)

苅
僻
三

十
j1

(
.,
六
∩
土

)

tn:
筋
三

十
勾Lr

(
l
六
〇
二

)
災
申
明
別
棟

孝
之
沸
刻
枇

刻

工

業

刻

板

･i==
Z.･]･l
t.:
I.;

･=･==
t'':..ff
∵
L.

･リ
∴

㍗

し
‥"

北 北
京 Ll;･.A
諏松 明樹
本別 本訂
:1,i -.'li-
;i lLI

利
粥
斑

の
粧
苑
地
糊
に
就

い
て

勿
論
､

此
の
外

に

も
原
著
者
利
鞘
質
の
知
る
と

知

ら

ざ
る
と
種
々
在
る
利
氏
世
界
閲
の
縮
印
､
倣
刻
等
々
の

あ
る
で
あ
ら
う
乙
と
は
既
に
諾
北
軍
も
注
意
n
れ
た
所

で
あ
る
か
ら
､
今
後
､
上
の
表
も
漸
次
補
訂
さ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
｡

三
ー利
氏
世
界
園
の
特
徴

上
は
見
た
如

き
由
雄
を
持
つ
利
鞘
麓
の
他
罪
岡
は
少

-
と
79
現
に
我
等
が
風
神
る
79
の
は
い
づ
れ
も
極
め
て

興
味
あ
る
多
-
の
特
徴
む
備

へ
た
世
界
地
岡
で
あ
る
｡

乙
J
で
は
､
た
ま
た
ま
去
る
四
月
(
昭
和
十

.i
年
)支
那

の
両

賞
撃
骨
ほ
て
郵
誌

｢
両
賞
｢(五
ノ
三
･四
各
期
)
敬

｢
利
喝
葦
世
界
地
閲
薄
塩
｣
と
L
t
附
妹
と
し

て我
が
京

都
帝
大
所
蔵
の
利
氏
世
界
間
(
〓
ハ
〇
二
年
版

)を
影
印

]13(心

三
七

i-.ト
..-
1～
1-
--
._



地

球

節
二
十
六
番

し
た
の
で
p
容
易
は
原
形
を
覗
ふ
こ
と
が
出
凍
る
か
ら
､

主
と
し
て

一
六
〇
二
年
版
間
に
纏
っ
て
､
其
の
特
色
を

見
よ
う
｡

此
の
世
都
岡
は
金
牌
を
六
帽
は
分
け
て
､
そ
の

一
幅

は
長
さ
が
約
五
八
六
寸
.
幅
が
二
八
あ
る
｡

掩
桝
五
大
洲
の
欄
外
に
は

山
面
に
天
文
学
的
註
視
が

め
-
､
第
六
幅
に
は
日
月
蝕
間
と
地
球
の
商
北
極
を
中

心
に
し
た
半
球
閲
が
上
下
に
舶
封
し
て
ゐ
る
O

此
れ
は

｢
地
形
本
圃
球
､
今
岡
為
平
面
'
其
珊
親
子

山
魔
術
楢
､則
叉
倣
枇
邑
之
法
､
再
作
半
球
間
者
二
需
｣

凍
る
｡
其
他
､
第

ll
幅
に
は

｢
九
韮
天
固
｣
及

｢
天
地

儀
｣
の
閲
が
あ
っ
tJ
､
各
々
説
明
文
を
伴
っ
て
ゐ
る
.

乾
は
間
中
の
基
地
を
利
用
し

て､｢
絶
論
横
皮
里
分
｣
(筋

二
幅
)､｢
太
陽
出
入
赤
道
緯
度
｣
(第
五
帽
)等
の
野
師
襟

度
激
安
が
あ
る
｡

此
等
は
絶
て
､
を
の
世
界
閲
内
容
の
了
解
を
容
易
な

ら
し
め
る
籍
は
附
記
さ
れ
た
79
の
で
あ
る
｡

五
大
洲
は
も
と

｢
各
州
之
非
常
以
五
色
別
之
今
其
便

節
四
鍛

工
宍

三
八

鷺
｣
と
あ
る
に
疲
れ
ば
､
五
洲
色
別
け
せ
ら
れ
た
も
の

ら
し
い
が
現
存
間
に
は
色
彩
あ
る
も
の
む
見
な

い
｡
次

は
第

li
幅
上
部
欄
外
に

｢
天
下
五
絶
大
州
州
兼
学
う
歯

囲
大
小
不
癖

略

以
学
之
大
小
別
之
｡
其

商

北
極

二

線
藩

夜
牢
三
線
閥
天
下
分
雅
之
界
亦
用
先
学
｣
と
あ
る
が
､

右
は
注
意
ruれ
ね
東
学
架
線
は
現
存
閲
に
見
出
す
乙
と

は
出
来
な

い
｡
た
1,啓
開
の
大
小
を
文
学
の
大
小
に
此

例
せ
し
め
た
こ
と
は

首
肯
さ
れ
る
や
う
で
あ
る
｡
利
氏

は
rJ
の
常
贋
壬
壁
版
の
序
文
に

｢
埼
問
基
数
宵
､
閲
其

相
順
之
暴
戴
欣
問
俗
土
産
｡｣
と
云
っ
て
ゐ
る
通

り
､
此

の

.I
例
h
ut拳
ぐ
れ
ば

｢南
蛮
遇
利
加
'
今
分
名
立
邦
'

一
日
苧
露
､
以
学

際
河
馬
名
､
二
日
金
加
西
憶
､
以
所
産
金
銀
之
湛
多
為

名
'
三
日
披
巴
牙
郡
'
以
大
都
偽
名
'
四
日
智
盈
'
東

名
､
五
日
伯
西
見
､
即
中
岡
所
謂
森
本
也
､
其
重
商
叉

有
巴
大
瀧
地
方
'
英
人
長
八
八
､
故
謂
之
長
人
間
.
皆

無
文
事
､
以
結
鈍
痛
治
｡｣

と
あ
る
如
-
.
FJ
の
牡

静
岡
に
は
非
常
に
多
-
の
地

誌
的
証
記
が
あ
る
0
其
上
史
に
飴
自
hvt利
用
し
て
利
明



費
自
身
の
序
文
や
彼
の
交
友
で
あ
っ
た
､
英
中
明

･
挙

之
寵

｡
楊
丑
淳

･
耶
光
宗

･
陳
民
志

(
以
上
は
〓
ハ
〇

二
年
版
)
鵜
塵
京

･
院
泰
元

｡
挙
臆
試

･
拭
震

･
某
胤

鍾
(
以
上
は

一
六
〇
三
年
限
)等
の
序
や
抜
､
又
は
利
氏

(.I,
)

の
著
ほ
か
ゝ
る
｢
凹
行
論
略
｣
｢
乾
坤
髄
義
｣
其
他
｢
元
史
｣

(食
五
十
二
㌧
志
第
四
､
暦

一
｢肇

偲
刻
｣
)等
の
藩
を
引

用
し
､
或
は
fJ
の
世
外
聞
の
由
来
を
語
ら
'
或
は
乙
の

世
界
間
を
構
成
づ
け
て
ゐ
る
.

此
の
世
堺
閲
の
製
法
や
固
形
や
叉
問
俗
話
記
の
喪
神

並
の
部
を
除
-
大
健
は
常
時
西
洋
に
行
は
れ
で
ゐ
ね
｡

A
brah
am

O
Ttelih
s
の

一
五
七
〇
年
出
版
に
か
J
る

ELT
hea
tru
m

O
rb
is
T
er
raru
m

"
&

G
erardu
s

M
e
rcator
の
著
し
た
世
静
間
､殊

に
=
O
Tb
is
terraru
m

c
om
p
en
d
io
s
a
d
es
crip
tio
こ
(
1
5
87
)
ま
た
は

P
ete
r

p
tan
ciu
s

の

こ
N
ov
a
et
e
x
a

cta
T
erraru
m

O
rb
is

tabute
G
e
og
L･aPhica
ac
H

y

d
ro
g
r
ap
h
ic
aこ
(15
92
)

等
が
参
考
さ
れ
て
出
来
た
も
の
で
あ
ら
う
革
は
前
掲
バ

ッ
ド
レ
I
や
ウ
ッ
ド
や
ヂ
ャ
イ
ル
ス
等
舗
氏
の
研
究
に

(一
こ

よ
っ
て
知
か
得
る
用
で
あ
る
｡

利

FE:LP
祭
の
僻
み
他
聞
に
就

い
て

熱
し
来
捧
方
面
の
固
形
､
閣
俗
証
視
は
利
氏
も
､｢
耽

迫

誌
諸
藩
'
乗
馬
攻
定
訂
｣
(
.i
六
〇
二
年
版
図
自
序
)

と
云
っ
て
ゐ
る
通
わ
､
左
に
示
す
如
-
｢新
五
代
史
｣
や

｢
陪
審
｣
か
ら
其
の
資
料
を
拾
っ
て
ゐ
る
rJ
と
は
明
か

で

あ
る
0

糾
｢地
倣
妹
'
水
田
大
魚
､
叉
多
淡
白
米
朝
鼠
､
非
人
叔
顔
｡｣
(
利
氏

世
外
聞
鰐
四
幅
地
五
千
地
方
瓢
紀
)

｢
軸
管
薮
､
水
川
大
魚
､
喫
丹
仰
食
'
叉
烈
日
発
射
鼠
政
'
北
方
紡

脚
骨
仰
足
､
非
人
攻
勢
｡L
(新
五
代
兜
櫓
七
十
三
'
田
鶴
附
錬
ニ
)

岬

｢
人
身
牛
足
'
水
田
弧
郎
河
､
夏
秋
水
厚
二
八
p
辞
冬
氷
徹
底
｡
冊

焼
群
附
氷
､
乃
柑
飲
oL

(
利
氏
世
鼎
問
､
妨
四
桁
､
牛
肺
炎
耽
地
方

訊
紀
)

｢
牛
蹄
奨
炊
'
人
身
年
足
'
苑
地
北
淡
'
水
口
耕
放
河
'
克
秋
永
原

二
八
,
春
冬
太
織
底
､
骨
煩
雑
約
款
､
乃
柑
飲
｡｣

(
新
五
代
史
容
七

十
三
､
田
城
附
蝕
ニ
)

聞

｢
典
人
世
甘
'
披
皮
悠
衣
｡

不
敬
何
勝
'
尊
射
'
過
人
柵
殺
､
帝
政

食
輿
肉
｡
弗
些

二
両
骨
寅
輩

｡｣

(利
氏
世
外
聞
､
妨
周
航
'
械
紡
子

槻
靴
記
)

｢
火
北
〔
牛
蹄
奨
朕
の
恥
北
〕
吏
位
幼
子
'
澱
人
屯
首
'
扱
布
侶
衣
｡

不
粋
丙
餌
'
大
弓
長
柄
尤
串
射
｡
過
人
帆
殺
､
田
虫
食
苑
内
､
喫
舟

等
閥
選
之
､
焚
付
五
臓
過

.E
槻
幼
子
､
則
牌
散
光
O
澱
些

二
耐
潜
ま

帝

｡

｣
(
新
五
代
史
怨
七
十
三
､
川
端
附
蝕
ニ

)

蓑

九

三

九



地

球

節

二
十
六
懇

㈱

｢
此
地
多
綿
雪
'
人
防
水
何
行
､
以
仙
境
桁
｡
川
鍋
掲
出#
､
衣
魚
皮
｡｣

(
利
氏
.牡
非
脚
､
節
四
幅
'
盗
奉
陶
誹
記
)

r.地
参
戦
雪
､
肺
臓
航
非
､
尉
*
所
行
､
俗
骨
捕
粕
鰐
業
.L

(
陥
朝

食
八
十
四
､
列
伸
北
島
卑
)

日

本

観

は
記

入

さ
れ

LJ
五
十
飴
ケ
園
名
は
胡
素
意
の

｢
豊
海
間
編
｣
に
在
る
日
本
圃
の
囲
名
と
大
鰭
同
じ
順
序

で
あ
わ
､
噛

津
の
隣
は
掻
麿
と
云
ふ
鞠
名
が
記
る
さ
れ

て
ゐ
る
が
此
れ
も
雨
間
共
に
阿
藤
で
あ
る
｡
利
氏
世
界

間
中
の
日
本
間
は
怒
ら
-
｢
慧
梅
園
桶
｣
或
は
此
と
同
系

の
日
本
間
に
嘘

っ
た
79
の
で
あ
ら
う
｡
利
氏
間
に
は
南

緯
道
(
四
囲
)
に
伊
配
と
云
ふ
闘
名
が
あ
る
が
､
此
れ
は

｢
栗
鼠
｣
日
本
俸
に
も
出
て
ゐ
る
か
ら
､
か
J
る
報
-
が

支
部
で
は
普
通
に
在
っ
て
ゐ
ね
の
で
'
必
ず
し
も
作
者

利
喝
肇
の
観
-
と
云
ふ
べ

き
も
の
で
は
夜
か
ら
う
｡

要
す
る
に
利
氏
の
政
界

間
は
潜
時
閣
洋
に
行
は
れ
で

ゐ
ね
世
邪
地
球
知
識
が
基
と
改
み
'
其
れ
に
利
氏
自
ら

の
新
知
識
～
･自
身
の
賓
廟
観
察
､
叉
は
孝
之
藻
等
ほ
よ

っ
で
提
供
さ
れ
た
支
邦
側
の
資
料
-
或
は
彼
の
賓
雌
的

立
場
か
ら
原
図
に
は
無

い
瑞
相
の
証
紀
が
施
rTu
れ
､
史

に
天
文
撃
的
'
宇
宙
論
的
課
記
と
他
藩
引
用
に
ょ
つ
で

節
四
班

宝
〇

四

〇

天
倒
地
方
の
世
界
観
を
固
守
す
る
支
那
人
に
猫
介
す
る

世
碁
岡
と
し
て
の
役
目

を

7
暦
有
効
な
ら
し
め
ね
79
の

で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
凍
よ
う
｡

右
の
如

き
内
容
と
形
式
と

を
も
つ
利
氏
世
界
問
を
見

て
我
々
が
第

一
に
想
起
す
る
乙
と
は
其
の
金
鰭
的
構
造

の
特
徴
で
あ
る
C
即
ち
此
の
世
界
圏
は
薯
尊
｡宗
教
･
天

文
･暦
法
｡自
然
地
珊
｡人
文
地
排
｡民
俗
樽
散
等
の
記
蓮

が
離
飴
と
記
る
n
れ
'
其
上
p
序
宰
ヤ
政
文
ま
で
備
っ

て
ゐ
る
｡
表
題
を
見
れ
ば
世
界
地
園
が
主
機
で
あ
る
ほ

相
違
覆

い
が
'
此
れ
を
壁
な
る
倣
外
地
間
と
し
て
看
過

す
る
乙
と
は
出
凍
覆

い
｡

時
代
の
磯
展
と
共
は
世
界
知
識
が
正
確
且
っ
詳
細
に

在
っ
て
'
地
図
と
地
理
的
漁
期
と
は
自
ら
分
離
す
る
｡

利
氏
の
世
界
間
は
分
粧
し
て
ゐ
覆

い
所
に
特
色
が

あ

ら
.
利
氏
世
凝
固
の
出
衆
力
第
十
七
世
紀
の
初
期
と
云

へ
ば
両
群
の
歴
史
は
所
謂
中
世
か
ら
近
世

へ
の
過
度
期

は
属
す
る
｡
か
ゝ
る
時
代
の
特
徴
は
世
凝
固
に
も
現
は

れ
､
そ
の
内
容
に

は
中
世
的
な
風
土
記
的
､
倦
散
的
記

述
や
地
図
と
､
此
れ
と
は
金
-
矛
盾
す
る
か
の
如
d
T,近



倣
晦
ー
科
撃
的
な
配
越
或
は
地
岡
と
が
並
び
春
す
る
の

で
あ
る
｡

第
二
に
利
氏
世
界
間
に
記
る
n
れ
カ
世
界
各
地
産
物

は
就

い
て
其
の
特
徴
を
見
る
と
､
第

一
に
金
銀
､
節
二

に
貿
石
猿
､
第
三
に
香
料
､
第
四
に
掛
軸
'
第
五
穀
赦

免
頻
鳥
歳
赦
'
第
六
酒
赦
､
第
七
漆
器

･
都
城
と
云
ふ

順
序
で
あ
る
｡
此
等
は
大
建
に
於

い
て
､
潜
時
酉
洋
の

貿
易
轍
の
細
心
を
持
つ
物
産
の
順
序
を
現
は
す
も
の
と

見
て
よ
か
ら
う
｡

第
三
に
忘
れ

て在
ら
な
い
乙
と
は
利
氏
世
鼻
園
は
耶

蘇
散
布
数
手
段

とL
lyJ
作
製
ru
れ
72
も
の
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
｡
即
ち
利
氏
は
自
ら
の
目
的
を
遂
行
す
る
馬
に

は
､
支
部
の
本
土
か
ら
追
放
さ
れ
て
は
な
ら
孜

い
｡
を

の
偽
に
'
叉

一

面
排解
を
易
か
ら
し
め
る
偽
に
彼
の
地

間
は
相
棒
の
原

図
と興
っ
て
､
支
邪
が
中
央
に
置
か
れ

て
ゐ
る
｡
そ
し
て
第
二
段
と
し
て
表
現
を
許
n
れ
る
最

高
限
度
の
耶
蘇
数
的
要
素
を
加
味
し
た
｡
前
に
も
蓮
べ

た
天
文
撃
的
討
蓮
に
於

い
て
は
､
天
の
戯
大
な
る
に
此

し
て
地
球
の
微
少
な
る
こ
と
堅

試
払
､
此
の
旗
大
在
る

利
粥
盤

の
耽
鼎
他
聞
に
就

い
て

凄

鳳健僧侶潤

宇
田
を
主
宰
す
る
醐
(
天
主
)
の
存
在
を
憩
は
せ
や
う
と

努
力
し
て
ゐ
る
｡

此
等
は
作
者
の
社
食

的
立
場
か
ら
現
れ
カ
利
氏
世
静

間
の
特
質
で
あ
る
｡

四
､
利
氏
世
界
園
の
影
響

上
越
の
如

き
形
鰭
と
性
磐
を
持
つ
利
氏
世
非
園
の
東

洋
史
上
に
及

し
た
影
響
は
種
々
の
方
面
は
就

い
て
観
る

こ
と
が
出
水
よ
う
｡
乙
～
で
は
前
掲

｢
地
排
撃
研
究
｣

(
一
〇
の
二
二
二
･
四
)
は
述
べ
た
拙
稿
と
の
蚤
筏
を
避

け
､
其
後
の
事
証
撃
的
調
査
に
よ
っ
て
稗
た
も
の
～
み

を
畢
げ
で
､
其
の
世
界
地
珊
隼
史
上
は
及
す
影
響
の
抄

夜
か
ら
ざ
る
有
茂
の
推
察
む
乞
ふ
乙
と
ゝ
す
る
｡

南
京
版
利
氏
世
界
閲
は
前
に
も
言
及
し
た
如
-
p
笛

暦
壬
求
〔
一
六
〇
二
〕春
の
序
あ
る
載
任
噂
樺
の

｢
月
令

戯
義
｣
(官
舎
甘
六
丁
)
に
｢
九
重
天
間
｣
を
引
き
､
其
の

下
に
｢
此
間
即
大
圏
問
之
文
也
'
兄
後
間
認
｣
と
し
固
詮

に
は

｢
利
西
江
云
'
余
昔
留
心
景
天
地
法
'
捉
大
西
洋

天
文
諸
士
討
論
巳
久
､
訪
越
名
数
以
健
麿
｡
｣
と
運
べ
t

J:空

E
:
1



地

球

妨

二

十

六

怨

利
氏
世
界
閲
孝
之
藻
髄
の
第
六
幅
'
李
臆
試
版
窮
入
幅

叉
は
｢乾
坤
鰭
義
｣
上
怨
に
見
ら
れ
る

｢
或
問
地
球
此
九

蒐
天
之
星
遠
大
幾
何
｣
の
散
明
が
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
｡

次
は
此
審
問
詮
の
忠
に
は
其
の
開
巻
第

一
に
利
氏
世

都
岡
に
見
ら
れ
る
｢
天
地
儀
｣
の
間
が
載
せ
ら
れ
其
の
下

に
｢
利
山
人
山
海
地
輿
聞
｣
云
々
と
記
し
､
又

｢
山
海
輿

地
金
固
｣
(首
巻
七
二
丁
)が
あ
き
'
此
れ
に
甜
す
る
英

中
明
の
撰
し
な
序
文
並
に
｢
大
西
囲
山
人
利
喝
牽
制
L
の

｢
山
海
輿
地
金
間
数
｣
が
引
用
せ
ら
れ
て
'
此
の

｢
月
令

旗
義
｣
な
る
番
は
利
氏
の
世
外
聞
が
大
に
利
用
さ
れ
p

幾
多
の
影
響
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
.

此
の

｢
月
令
戯
義
｣
中
の
利
氏
世
界
地
桝
の
系
統
を

引
-
も
の
と
し
で
性
悪
さ
れ
る
も
の
は
薗
廊
三
十
七
年

(
一
六
〇
九
)
主
節
の
編
纂
に
在
る

｢
三
才
間
食
｣
が
あ

る
｡
｢
三
才
間
骨

｣
に
は

｢
山
海
輿
地
金
閲
｣
が
あ
ら
r､
他

に
｢
天
地
儀
｣
の
閲
も
あ
る
.
然

し
｢
月
脊
旗
義
｣

に
記

る
ru
れ
克
典
申
別
の
序
は
此
事

に
は
歓
-
朗
と
在

-
I

山
海
輿
地
間
詮
は
｢
月
分
離
義
｣
の
を
れ
と
比
し
て
二
三

文
盤
針の
脱
蕗
と
虹
に
そ
の
撰
者
利
喝
費
の
名
を
軟
q
u.

妨
四
披

孟

二

川

こ

そ
の
由
っ
て
凍
る
朗
を
不
明
な
ら
し
め
る
が
'
此
れ
が

｢

月
脊
焼
義
｣
か
ら
其
億
探
っ
た
7P
の
で
あ
る
こ
と
は

一

見
し
て
明
か
で
あ
る
｡

其
他
明
求
､前
記
碍
腰
京
等
の
別
薯
｢
芳
輿
勝
略
｣
二

六
〇
九
年
刊
)
に
79
利
拭
世
界
間
(
南
平
球
間
)
が
載

せ

ら

れ
.
此
れ
が
妃
に
播
光
軌
の
輯
し
た
｢
輿
聞
傭
攻
｣
中

〓
二)

に
｢
梶
度
固
｣
の
名
を
揮
っ
て
容
れ
ら
れ
て
居
少
.
叉
別

に
意
班
の
絹
茶
に
な
る

｢
閲
藩
編
｣
に
利
氏
世
界
閲
の

影
響
が
現
れ
て
居
る
等
､
此
の
頻
は
他
に
も
砂
-
は
夜

(〓
ニ)

か
ら
う
｡

摺
朝
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
は
康
榔
州二
年
'
姑
蘇

王
君
甫
敬
行
の

｢
大
明
九
蓮
寓
問
人
跡
賂
碍
金
岡
｣
が

あ
ヵ
､
此
間
は
支
部
人
の
中
華
思
想
を
よ
-
現
し
た
も

の
で
､
支
那
を
中
央
に
戯
大
に
描

き
そ
の
周
囲
は
謝
外

囲
を
附
け
ね
の
で
あ
る
が
､
丙
も
利
軍
資
の
云
ふ
世
界

(
五
大
洲
)
を
頗
る
狭
少
な
る
も
の
に
捕

い
て
は
ゐ
る
が

其
の
存
在
を
謎
め
で
ゐ
る
瓢
に
興
味
を
戚
ず
る
｡

次
に
刊
行
の
時
を
明
か
に
知
-
嫌

い
が
清
の
静
子
六

(:E
.)

の
牌
し
た
｢
天
露
或
一問
｣
は
其
の
引
用
番
目
は
利
将
軍
､



文
儒
略
其
他
耶
蘇
脅
士
の
著
述
は
係
る
諸
藩
数
多
-
祝

し
て
､
そ
の
所
説
に
は
利
氏
等
の
天
文
地
排
訟
h
T利
用

す
る
所
が
多

い
｡
そ
し
て
p
同
番
｢
序
閲
｣
の
怨
に

｢
大

地
囲
球
諸
岡
登
園
｣
と
記
し
カ
世
界
間
を
容
れ
て
ゐ
る
O

此
の
園
は
同
番
引
州
番
目
に
も
前
に
見
た
｢
月
分
離
義
｣

の
名
が
記
る
さ
れ
で
ゐ
る
所
か
ら
見
る
と
や
は
み
｢
月

令
戯
義
｣
の
其
れ
を
引
用
し
た
79
の
と
考

へ
ら
れ
､
此

れ
亦
前
文
版
利
氏
世
界
閲
の
影
響
下
に
在
る
も
の
と
見

る
TJ
と
が
出
凍
よ
う
｡
か
-
し
て
､
支
那
に
於
け
る
初
期

健
脚
間
の
現
存
す
る
も
の
は
殆
ど
金
部
利
氏
世
界
閲
の

影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
rJ
と
が
出
来
る
｡

純
､
此
の
外
に
利
氏
健
脚
間
中
の
説
明
文
の
影
響
も

看
逃
し
難

S,も
の
が
あ
る
｡

先
づ
､
｢
明
史
｣
(
三
宵
廿
六
怨
､
列
修
二
百
十
四
'

外
囲
俸
六
意
大
里
並
の
櫨
)
に

｢
恵
大
屋
並
､
居
大
西

洋
中
.
自
i(;
不
通
中
岡
'
嵩
暦
時
其
図
人
利
喝
麓
至
諒

輝
､
食
菌
閉
会
聞
､
言
天
下
有
五
大
洲
｡L
云
々
と
記
し

て
､
乙
J
に
JC
利
氏
の
紹
介
は
係
る
五
大

洲
が
問
題
に

な
っ
て
ゐ
る
0

利
鞘
兜

の
他
耕
地
刷
に
就

い
て

｢
別
史
L
の
此
の
記
事
は
や
が
て
聡
隆
六
十
年

(
11
七

九
五
)遭
巽

の

｢
廿
二
見
勧
配
｣
(食
三
十
四
､
天
主
教

の
催
)
fi
引
用
せ
ら
れ
て
戯
-
蘭
ま
れ
ね
の
で
あ
る
｡

更
に
降

っ
て
'
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
に
魂
源
の
編
輯

し
た
｢
海
囲
同
志
｣
が
あ
る
｡
｢
海

閣
同
志
｣
は
知
ら
る
･J

如
-
､
阿
片
敬
軍
の
中
心
人
物
た
る
林
則
徐
の
御
滞
し

た
｢
四
洲
志
｣
を
魂
源
が
槍
補
し
て
道
光
二
十
二
年

二

八
四
二
)
は
六
十
怨
本
を
'
又
威
豊
二
年
(
1
八
五
二
)

に
は
官
舎
本
を
出
し
た
も
の
で
'
近
世
東
洋
収
於
け
る

世
鼎
地
班
番
中
､
白
眉
の
柄
あ
る
も
の
で
あ
る
｡

此
の
藩
は
紀
す
戚
豊
二
年
の
魂
源
の
後
叙
ほ
は

｢
欝

西
洋
輿
拙
者
､
飴
於
明
常
暦
甲
泰
西
人
利
喝
肇
之
坤
輿

岡
散
文
儒
略
之
職
方
外
配
｡｣
云
々
と
記
し
､
彼
等
の
酉

洋
地
坪
創
桐
の
功
を
畢
げ
'

而

し
て
本
論
に
で
は
怨
七

十
五
､
岡
地
緒
論
(中
)
は

｢
利
喝
肇
及
文
倖
略
二
相
士

討
｣
と
し
て
'
此
の
怨
金
部
が
利
文
二
氏
の
所
詮
は
箇

て
ら
机
で
ゐ
る
｡
其
の
中
利
鞘
筆
の
記
す
所
と
云
ふ
の

は
｢
利
鞘
箪
地
間
数
｣

の
見
出
し
ほ
て
利
氏
世
界
閲
二

ハ

〇
二
年
版
(
或
は
〓

ハ

〇
三
年
髄
)姉

1
幅
の
固
詮
を
仝

三宝

四
三



地

球

.

節
二
十
大
塔

部
収
放
し
た
も
の
で
あ
る
｡
又
食
七
十
四
㌧
囲
地
組
論

止
｢
聯
五
大
洲
｣

の
棟
に
は

｢楽
典
分
大
地
､
爵
四
大
洲

西
洋
間
説
得
其

二
需
'
而
拙
捌
馬
正
常
四
､
寒
帯
麿
中

利
鞘
麓
桝
紳
常
岡
地
聞
及
問
朝
商
懐
仁
之
坤
輿
聞
教
典

天
啓
中
文
儒
略
之
職
方
外
配
'
間
者
､
以
地
膚
岡
機
､

故
介
前
後
二
間
｡｣
云
々
と
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
が
､
此
等

は
此
の
十
九
世
紀
の
牛
ば
は
入
つ
て
も
新
地
嫌
々
形
､

五
大
洲
等
を
論
ず
る
馬
に
来
賓
在
る
参
考
番
と
し
て
利

氏
他
罪
間
が
利
用
n
れ
.tJ
ゐ
る
rJ
と
を
物
語
る
も
の
で

あ
ら
う
0

か
-
し
て
'
利
氏
世
雅
樹
は
支
那
<
ほ
封
し
て
､
地

球
の
球
形
在
る
こ
と
を
数

へ
'
五
大
洲
な
る
79
の
を
知

ら
し
め
'
そ
の
間
は
於
け
る
支
部
の
位
置
も
範
囲
を
明

か
に
し
て
'
敏
等
の
世
界
観
を
革
新
し
､
史
に
叉
地
球

(l茄
)

の
五
背
を
論
じ
て
気
候
の
差
異
あ
る
糊
を
改

き
､
此
等

の
撃
けり
の
凝
超
し
た
歓
洲
謂
問
の
文
明
の
有
様
を
俺

へ

音
大
在
る
支
邦
人
の
瓜
憩
を
塵
革
し
､
進
ん
で
天
主
に

蹄
依
す
る
者
を
樹
加

せ
し
め
る
と

云
ふ
役
目
を
果
し

た
0
其
の
.i
而
又
支
那
に
胎
け
る
地
間
製
作
技
術
を
指

節
四
蛇

二
台

四

円

導
し
て
地
理
は
靭
す
る
新
知
識
を
樽

へ
ね
の
と
同
時
に

異
聞
の
新
方
法
'
漸
慮
式
む
も
俸

へ
た
の
で
あ
っ
た
｡

殊
に
利
氏
世
凝
固
に
於
け
る
港
外
各
地
の
地
名
の
洗
車

揮
等
は
此
の
方
面
の
基
本
と
な
る
も
の
で
､
今
に
至
っ

て
使

用誤
れ
る
も
の
が
頗
る
多

S
｡

次
は
､
利
鞘
華
の
支
那
は
鼎
介
し
た
他
界
地
園
は
我

鯛
に
も
俸
入
L
t
江
β
鎖
囲
時
代
の
世
界
地
理
知
識
の

原
泉
と
夜
-
､
支
那
に
放
け
る
と
同
様
の
影
響
を
及
し

てゐ
る
0

款
岡
武
次
郵
政
接
が
そ
り

｢
地
問
撃
史
｣
(岩
波
地
排

撃
講
座
朗
牧
)
は
利
喝
肇
世
都
岡
の
影
響
下
は
在
る
も

の
と
し
で
奉
げ
ら
れ
た
､
我
周
に
於
け
る
初
期
印
行
世

静
間
は
大
磯
正
保
か
ら
正
徳
の
頃
ま
で
に
約
二
十
席
数

計
算
す
る
O

江
月

一
世
の
暦
貸
家
と
し
て
知
ら
れ
る
安
井
算
哲
の

せ
邪
知
識
も
利
噂
肇
の
世
凝
固
か
ら
兼
ね
も
の
で
あ
る

乙
と
は
.､
享
保
六
年
､
其
の
門
弟
､
仙
毒
藩
士
春
水
子

(粉

川
群

郎
)
の
証
し

雪
春
海
先
生
賓
記
｣
(
日
本
教
育

史
資
料
九
)
に
｢
又
以

歓
灘
巴
利
鞘
黛
所
華
之
坤
輿
髄
鞘



横
間
柳
暇
卯
｡

船
遊

一
例
球
縦
横
象
天
庇
放
漫
方
O
鋭
日

地
球
｡
是
亦
優
子
撃
地
排
｡
且
制
我
囲
之
地
岡
倉

天
庶

而
定
方
位
｡
別
偽
性
秘
之

電

柵
帥
卯
話

語

地
相
｣
と

あ
わ
､
又

｢
先
任
〔算
哲
〕
即
製
之
天
界
頗
多
:Lt=;
敢
黄
遺

著
｡
乃
天
球
也
｡
地
球
也
｡
新
製
揮
天
儀
也
｡
口
本
天

文
分
野
固
也
｡
大
日
本
地
図
也
｡
利
喝
蟹
所
蓋
之
揮
天

地
儀
常
地
之
岡
地
｡｣
云
々
と
あ
る
に
依
っ
て
明
か
で
あ

ら
う
｡
現
に
伊
勢
､
紳
宮
文
庫
に
在
る
算
哲
所
製
の
｢
地

(二
(.)

球
儀
｣
と
｢
天
球
儀
｣
p
狗
泡
も
ラ
イ
ブ
チ
ッ
ヒ
市
立
'
ダ

(l七
)

ラ
ン
ヅ
博
物
館
は
在
る
算
啓
白
肇
の
世

界

固

(寛
文
挟

戊
秋
安
井
算
哲
謹
記
蔦
の
序
が
あ
る
)
は
骨
利
鞘
旗
の

世
外
聞
は
櫨
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
乙
と
は
人
々

の
認
ひ
る
所
で
あ
る
｡

次
に
我
閉
環
初
の
世
界
地
排
番
と
云
は
れ
る
新
井
白

〓
八
)

石
の
｢
閣
津
配
閉
｣
｢
釆
盟
些
言
｣
に
利
氏
健
脚
閲
の
影
響

の
多

い
こ
と
は
比
の
藩
を

一
見
し
て
知
ら
る
ゝ
所
で
あ

る
0

(.'･.J)

原

目
点
描
の
健
脚
園
(一
七
二
〇
年
刊
)

養
久
保
赤

水

(二〇)

の
｢
出

梅
奥
地
粂

園｣(
一七
八
二
年
初
版
)

'
さ
て
は

昭

利

鵬

究
の

せ

外

地

岡

に

就

い

て

(.

垣
子
獣
の
｢坤
輿
余
聞
陛
打
一
八
〇
二
刊
)
山
村
昌
永
の

｢噂
鐸
釆
戯
典
言
｣
(
一
八
〇
二
年
誌
)等
々
其
の
影
響
は

頗

る
多

い
｡

江
月
時
代
の
世
界
地
排
撃
は
中
期
以
後
､
蘭
撃
の
興

隆
に
依
っ
て
'
直
接
欧
洲
よ
ら
新
知
識
の
輸
入
が
あ
わ
'

利
氏
等
の
粛
介
に
在
る
近
世
初
期
の
知
識
は
影
を
弘
を

ひ
る
か
と
見
る
ほ
､
さ
う
で
な
-
､
賓
は
此
等
と
併
行

し
て
幕
末
ま
で
其
の
命
脈
と
保
つ
乙
と
あ
た
か
も
江
月

時
代
中
期
以
後
に
及
.<
で
町
人
の
勢
力
が
接
頭
し
っ
ゝ

耐
79
相
武
家
政
治
が
行
は
れ
で
ゐ
る
と
同
様
で
あ
る
0

繭
p
利
氏
世
鼎
同
の
影
響
は
砂
-
夜
か
ら
う
が
'
支

那
の
も
の
に
就

い
て
は
陳
観
藤
氏
の
前
掲
論
文
､
我
岡

地
班
撃
史
上
の
利
氏
世
碁
閲
に
就

い
て
は
岩
波
講
座
'

地
排
撃
中
の

歌
岡
武
次
郎
氏
薯

｢
地
聞
撃
良
し

村
於
繋
樹
氏
著

｢
円
本
地
理
撃
史
｣

勝
田
元
春
氏
著

｢
江
戸
時
代
に
於
け
る
我
岡
地
排
撃

の
磯
連
｣
や
藤
田
売
春
氏
の
別
薯
｢
日
本
地
排
撃
史
｣
等

見
る
べ
き
研
究
か
多

い
の
で
筆
者
の
発
言
を
避
け
る

乙

義

現

川
五



地

球

.と
と
し
よ
う
0

妨
二
十
六
懲

瓦
､
結

語

此
の
小
論
は
初
め
は
述
べ
た
如
-
､
多
-
の
親
身
を

含
む
前
掲
の
拙
稿
は
封
す
る
自
茸
の
念
は
迫
は
れ
て
記

し
た
も
の
で
､
結
局
､
壁
頭
に
輿
げ
た
諦
先
生
の
雄
篤

の
後
塵
を
弊
し
た
に
止
ま
る
｡
荷
利
蝿
の
健
脚
園
が
我

閥
に
及
し
わ
る
影
響
は
就
い
て
も
不
備
な
る
前
稿
-
此

の
鮎
は
本
稿
も
n
う
で
あ
る
-
は
補
訂
の
翼
が
瀕
-
夜

い
が
､
此
れ
は
横
倉
を
相
で
塙
を
改
め
た
い
と
希
っ
て

ゐ
る
｡

(昭
利
二

･
八
二
〇
紀
)

(
1
)
此

の
辞
は
も
と
俳
柳
田
巴
幽
閉
立
間
輩
鮒
併
減

の
も
の
で
､
今

駄
弁

の
見
る
も
の
は
野
路
浦
太
郎
代
が
此
れ
を
肥
滋
し

班
に
小
川

久
四
郎
数
枚
が

｢
利
鵬
如拙
伸
折
節
L

(
惟
史
他
州讐

丁
九
ノ
三
･
五
)
中

に
A
.
の
条
文
を
職
せ
た
も
の
で
あ
る

.｡
以
下

｢
別
田
水
先
銀
行
枇
｣

と
略
紀
す
る
｡

(
ニ
)

以
下
し
ば
し
ば
引
川
さ
れ
る
バ
ッ
ド
レ
-
氏
の
論
文
は
､
前
掲

利
川
締
北
淡
の
前
文
に
大
勝
は
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
参
i=:せ
ら
れ

た
い
｡

(≡
)

約

め
､
仰
火
刑
'

･,エフノ
､
ア
ン
プ

ロ
ジ
オ
脚

韻
仲
に
あ
る
淡

肺
炎
IL
外
川
が
､
.利
穴

山
伸
の
刊
行
射
グ
ッ
シ
･
げ

エ
ソ
-
ウ
-
榔

妨
四
統

工
呉

四
六

に
推

っ
て
'
比
の
騨
威
服
世
界
脚
で
あ
ら
う
と
云
ほ
れ
た
の
で
あ
る

が
､
此
れ
は
､
文
.e
略
の

｢
職
分
外
和
｣
に
織
せ
ら
れ
た
哉
凶
余
聞

で
あ
ら
う
と
抑
光
さ
れ
る
聯
帝
が
多

い
｡
前
摘
'
小
川
疎
怜
氏
'
排

蚊
鎚
氏
の
論
文
､
及
秋
川
武
次
郎
氏
賛

｢
地
脚
撰
史
｣
(
･=打
沈
地
刃tt
鮮

誹
雌
所

収
)
韓
を
参
榊
せ
ら
れ
た
い
｡

(
凹
)

州
和

｢
別
末
砧
初
耶
縦
令
士
が
支
那
に
紹
介
し
た

耕
地
輔
慾

に
就

い
て
L
(
日
本
犬
撰
文
撰
科
研
能
中
軸
妨
三
揮
此
単
科

の
部
､
昭

_
利
十

一
聖
g
月
刊
)
蓉
m
o

(
蕊
)
い
づ
れ
も
前
に
駆
げ
た
諦
文
中
に
述
べ
ら

れ
て
ゐ
る
｡

(
六
)

此
の
刷
に
就

い
て
'
別
に
｢
利
'e
潔

の
両

伐
玄
児
樹
に
就

い
て
｣

な
る
小
筒
を
草
し
た
か
ら
'
近
-
端
数
を
仰
ぐ
こ
と
が

川

非
よ
う
｡

(
七
)

抽
机

｢
文
相
略
の
職
分
外
紀
に
就

い
て
L
(地

球
二
三
ノ
五
)
参

〃H
O

(A
)

桝
氏
の
前
掲
締
文

(
掲
式
五
ノ
吾

川
合
判
)

参
照
｡

(
九
)

的
氏
の
激
評
し
た
も
の
で
あ
る
｡
前
端
諦
文

参
州
…｡

(
1
0
)
前
掲
捌
杓

(
日
本
犬
撰
文
単
科
研
究
舛
朝
鮮
三
脚
)
参
照
｡

(
1
1i
)
利
氏
他
罪
問

の
原
糊
に
鵬
す
る
耽
外
聞
に
就

い
て
は
榔
々
の

瀧
が
あ
る
｡
前
掲
秋
岡
武
次
郎
氏

｢
地
聞
撰
虹
｣
参
照
｡

二

二
)

｢
お
粥
勝
略
｣
朋
城
の
倣
外
聞
は
眺
氏
の
前

掲
論
文
に
'｢
鰐
皮

問
L
は
秋
岡
武
次
郎

光政
の

｢
地
樹
撰
史
｣
中
に
城
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

二

.ilJri
)

糾
桐

｢
月
令
朕
覇
併
載
の
川
脂
朗
地
金
問
と
非
の
系
紙

｣(地

桝
塔
評
論
､
昭
利
十

.i
舛
十
月
雛
に
掬
減
さ
れ
る
帯
)
参
附
｡

(
..
凹
)

｢
光
離
或
問
L
は
･t.,+
伴
坤
剛
:相
川
如
皿
の
子
､
流
体
に
よ
っ
て



･
人
.･7.～
..-.iP
.≠

刺
刻
さ
れ
､
別

納
に
な
る
ま
で
此
の
分
納
に
利
川
さ
九
･tJ
ゐ
る
｡

(
.i
就
)

糾
机

｢
利
鴨
Ei;
の
世
外
的
に
関
す
る
榔
兜
的
研
究
し
(
地
排

撰

研
究

.i
O
ノ
二
･
三
･
凹
)
参
州
｡

(
.J
六
)

探
洋
紙
封
氏

｢
元
締
咋
糊
の
地
球
儀
と
大
塊
供
し

(
倣
ぬ
地

珊

二
八
ノ
一
)
容
旧
u

(
1
七
)

｢
雌
敵
地
伽

L一七
ノ
四

日
紛
参
;=
:0

(
一
八
)

藤
川
先
非
氏

群
｢
日
本
地
別
離
史
L
及
'
軌
柄

｢
新
井
白
石
が

西
拝
紀
閲
及
釆
児
聖

一･E
を
解
す
に
参
考
し

た
利
.=3
榊肌
の
世
琳
問
に
就

い
て
L
(
地
珊
桝
研
究
九
ノ
い
0
)
歩
糊
州｡

二

九
)

林
朋
洗
次
郎
氏
潜

｢
他
聞
掛
虹
｣
仰
城
.)
氷
北
帝
大
問

費
仲

に
減
せ
ら
れ
.る
｡

(
二
〇
)

西
口11
敬
川

郎
氏

｢
長
久
仰
加
水
の
地
榊
に
北
き
て
｣
(
兜
蝉
邪

説
三
一
ノ
五
)

(
二
.I
)

糾
桐

｢
朽
垣
子
徹

の
課
し
た
坤
糾
粂
剛
祝
に
就

い
て
｣
(
地
球

(
二
.i
ノ

t
)
参
淵
O

ナ
ウ

マ
ン
氏
小
話
'
フ
ォ
ッ
サ

マ
グ
ナ
､
費
用
風
景

佐

川

莱

次

郎

エ
･L
ム

ン

ト

｡
ナ

ウ

マ
ン
酵

士

D
r
.

E
d
m
u
n
d

N

a
u
m
a
n
n

は

ド

イ

ツ
p

ザ

ク

セ

ン
囲

う

マ
イ

セ

ン

の

人
､

一
八

五
四

年
九

月
十
.L
H

に

生
れ

､

一
八

七

四
年

ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
尊
よ
-
葦
位
を
程
､
翌
年
明
治
八
年
日

本
政
麻
の
瑠
晒

敷

受
け
て
水
朝
､
来
京
大
撃
数
帥
と
な

っ
た
｡
三
年
間
地
質
及
貌
山
の
撃
産
に
地
質

･
焼
物

･

ナ
･>
マ
ン
氏
小
論
'
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
､
曹
川
風
:･::i

探
髄
の
撃
む
数

へ
た
｡
共
時
の
撃
産
に
は
地
質
の
方
に

は
瓦
奄~
部

･
山
下

｡
閲
の
諸
氏
の
級
と
富
士
谷
氏
の
級

と
が
あ
っ
た
｡
明
治
十

.i
年
内
務
省
地
理
局
内
に
地
貿

課
が
出
来
て
氏
は
其
方
に
移
-
利
口
維
四
郎
氏
と
共
は

地
質
調
査
事
業
の
創
立
事
務
は
槻

舶し
た
｡
翌
年
に
は

其
の
準
備
の
た
め
に
欧
米
に
旅
行
､
十
三
年

(
1.
八
八

云

七

四
七


